
令和５年７月 25 日 

生徒及び保護者の皆さま 

横浜旭陵高等学校長 

 

今後の本校の教育活動について 

 

 本校は、５月２日に、県教育委員会の通知を踏まえ、「５月８日以降の教育活動につい

て」の方針をお知らせしました。以後、その方針に従って教育活動を展開してまいりま

したが、新型コロナウイルスの感染状況は、第９波に入ったともいわれるように、まだ

完全な収束に至っていません。 

そこで、夏季休業以降も以下の対応を継続いたしますので、生徒及び保護者の皆さま

におかれましては、かけがえのない教育活動が円滑に実施され、すべての生徒が安心し

て参加することができるよう、ご理解をいただくとともに、ご協力くださいますようお

願いします。 

 なお、以下の対応を変更する必要が生じた際は、あらためてご連絡いたします。 

 

≪時程について≫ 

〇当面の間、現行通り授業開始を 9:10 とします。 

 

≪感染した際等の対応について≫ 

 〇陽性になった場合  

  ・出席停止とします。 

※発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後１日を経過するまで 

   ※出席停止解除後、発症から 10 日を経過するまではマスクの着用を推奨します。 

 〇濃厚接触者の特定やその行動制限はなくなることから、学校において濃厚接触者の

調査は行いません。 

 〇新型コロナウイルスワクチンの接種のための出欠席の扱いは、「欠席」扱いとします。 

 〇ワクチン接種後に副反応が出た場合は、学校にご相談ください。 

   ※発熱、のどの痛み、咳等の症状がある場合は、無理に登校せず、家で経過観察

をしてください。 

 

≪校内におけるマスクの着用について≫ 

〇生徒は、授業中や休み時間を問わず、マスクを着用するようご協力ください。 

 ・マスクの着用は感染防止のための有効な手立ての一つです。教職員は着用します

が、生徒の皆さんもどうかご協力をお願いします。 

 ・着用しない場合、発話は控えること、飲食時は黙食を行うこと等を徹底してくださ

い。周囲には、マスクをしないことに大きな不安を感じる生徒が必ずいます。思い

やりの心を決して忘れないでください。 

 ・そのうえで、マスクを着用しない生徒のことも、マスクを取らない生徒のことも、

お互いに尊重しましょう。繰り返しますが、同じ学校の仲間として、お互いの思い

やりの心がとてもたいせつです。 

                      

問合せ先 

                        副校長 斉藤、教頭 青木 

                        電話 045-953-1004（代表） 


